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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ． 省エネルギーに努め、二酸化炭素排出量の削減に努めます。

２ ． 食品廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制につとめ、食品リサイクル率の向上に努めます。

３ ． 水資源使用量の削減に努めます。

４ ． 安心で安全な商品を効率よくタイムリーにお客様にお届けし、不良率の削減に努めます。

５ ．洗浄剤や殺菌剤など化学物質の適正管理に努めます。

６ ． 環境保全活動に参加し、地域社会への貢献とコミュニケーションを図ります。

７ ． 環境に対する従業員の意識向上を図るため、環境方針を従業員に周知します。

８ ． 環境関連法規等の要求事項を順守し環境保全に努めます。

制定日：

代表取締役社長 　畠野　肇

環境経営方針

大切な食に関わる企業として、 全社員が相互理解と和を大切に、顧客に喜んでいただける、食材の
ご提案、又安全安心を第一としての良品作りを、お客様の喜びは社員の喜びに通じ、お客様の満足が
社業を発展に導くと信じ、 社会に貢献し続ける様、日々精進する企業であり続けたいと願っております。
　
今後とも感謝の心を忘れず、 顧客満足、社業発展、社員の幸福を追求する企業として歩み続けてまい
ります。

2018年10月1日

私たちは、関わりのあるすべての皆様との信頼を大切にし、地球環境に配慮した企業活動を行い、
環境負荷の低減に継続的に取り組んでいきます。
持続可能な社会の実現に向け以下の行動指針に基づき低炭素社会、循環型社会を目指した環境
経営を推進します。

株式会社
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□組織の概要

（１） 名称及び代表者名

株式会社　カト信

代表取締役社長　畠野　肇

（２） 所在地

本社・工場 新潟県新潟市東区竹尾卸新町748番1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 工場長　 浜田　順之 TEL：025-271-8230

担当者 総務課課長 西脇　寿彦 TEL：025-271-8230

（４） 事業内容

コンビニエンスストア向けの惣菜の製造

（５） 事業の規模 　　2017年度 　　2018年度 　　2019年度 　　2020年度 　　2021年度 　　2022年度

売上高 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

従業員数 名 名 名 名 名 名

延べ床面積 ㎡

（６） 事業年度 2022年度 　　 （2022年　4月1日　～  2023年  3月31日）

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社　カト信

対象事業所： 本社・工場

コンビニエンスストア向けの惣菜の製造

□事業や製品（商品）の紹介

セブン-イレブン・ジャパン様専用工場として、新潟県、富山県、の560店舗以上の

お店様への惣菜を製造

1,961

210

2,182

活動：

192

2,284

事業の紹介：

229

2,991

2,332

223 199

2,241

200

2,402
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表

内部監査員

品質管理課　部長　木村　和未

製造課　次長　田﨑　健一

EA21事務局

総務課　課長　西脇　寿彦

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

品質管理課
　

木村　和未

製造課
　

田﨑　健一

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境経営計画の審議

・環境活動実績の確認・評価

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・経営における課題とチャンスの明確化

管理者会議

2018年10月1日制定

開発課

佐野　勉

総務課

西脇　寿彦

代表者

最高責任者

管理者会議

代表取締役社長
畠野　肇

環境管理責任者
工場長

浜田　順之

環境管理責任者

・環境に関する内部監査の計画

・環境に関する内部監査の実施・報告

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

役割・責任・権限

・環境経営に関する統括責任

・環境経営の実施体制の構築と経営資源（人、設備、費用、時間、情報）の準備

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営レポートの承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

・環境管理責任者の補佐、管理者会議の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

2023年 4月1日改定

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・試行・訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

環境事務局

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

部門長

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

内部監査チーム

全従業員
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□主な環境負荷の実績

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 2017年度、東北電力調整後CO2排出係数

□環境経営目標及びその実績

94.2%

82,819 78,176

80,614

（実績）（目標）

廃プラ・動植物性残渣廃棄物の削減

7,852

(目標については、自主目標）

930,160

416,589345,421

932,032

99.6%

kg

基準年度比 2017年度

評
価

99.4%

99.8%

環境に配慮した物品の購入

880,568

78,176

%

kg-CO2

✕

99.4%

7,821

99.4%

99.8% 120.6%

㎥

2017年度

345,421 343,862

１．二酸化炭素総排出量 1,824,211 1,807,209kg-CO2 1,891,592

2020年度

171,298

kg 366,349333,185

単位項　目 2017年度 2018年度

kg-CO2

933,903

88,734

　　　　　　　　　　　  　　　年
度
　　　項　目

３．総排水量 ㎥

2019年度

２．廃棄物排出量

kg-CO2

100%

2017年度 99.8% 99.6%

（基準年)

877,046

2024年度

（目標）

75,831

食品廃棄物の再資源化率の向上

基準年度比

97%100%

99.8%

自動車燃料による二酸化炭素削減

94.1%

水道水の削減

kg

都市ガスによる二酸化炭素削減

7,868

上記二酸化炭素排出量合計

344,730

kg-CO2 1,824,211 1,820,563 1,753,716

82,653

99.6%

99.6%

344,555 344,555

99.6%

〇

2017年度

99.8% 98.5%
電力による二酸化炭素削減

99.8%

82,985

2017年度

935,775

878,807

921,720

基準年度比

〇

345,247 173,393

2023年度

875,285

〇

7,837

基準年度比

（目標）

416,589

173,393169,319

化学物質の適正管理

828,989

98% 99%

2017年度

1,883,598

345,939kg

0.523
86,633

1,753,716

344,039

99.6%

3,007

38.2%

99.6%

82,985 82,653

99.6%

基準年度比

1,805,445

344,039

　　①一般廃棄物排出量

261,624

基準値 2022年度

99.6%

1,809,078

〇

〇

50.1%

〇

基準年度比

〇

行動目標（次項による）環境に配慮した生産活動

可燃・不燃ゴミ廃棄物の削減

行動目標（次項による）

行動目標（次項による）

422,890

2022年度2021年度

1,771,927

333,200　　②産業廃棄物排出量 345,939
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□2022年度の環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取り組み
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

to
次年度の取組み

・電力デマンド監視装置の有効活用の
　実施継続
・空調/冷却装置等の室外機へのミスト
  噴霧・水まきの実施継続
・すだれ等の日よけ　対策の実施継続

2017年度

2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

17年度
との差異

都市ガスによる二酸化炭素削減

次年度の取組み

・ガス使用設備の定期的なメンテナンス

・蒸気ボイラーの稼働状況の確認

・製造における湯沸しの削減

2017年度

2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

17年度
との差異

合計
31,978

6月
31,746

・コージェネレーション式給湯器の温水温度の適正化

4月 5月

・製造における湯沸しの削減

1,034

35,67128,680

-4,231-1,237 6,192 -1,436 -1,366 -1,567

32,076
35,201 33,732

30,811
7月 11月 12月 1月

34,407 34,212

10月

33,504
28,416 30,487

31,38528,385

408,436

30,995
30,506 27,861 30,834 32,649

-10,898

380,678
28,617

34,165

9月

30,447 32,33229,799

35,349
35,390 31,83033,771

359,10328,15931,440

33,713

3月

24,981
32,410 31,438

-1,723 -2,885

30,542

-1,375

30,028 31,676

△

-577

30,019 27,992

8月

-6,849

35,701

30,517
30,141 28,294

-22,343

31,361
29,574

109,542

3月2月1月12月

33,725

34,577

-7,231

32,449
34,517 34,902

32,240

△

○

132,760128,182 156,993 193,768

207,323 141,872 119,266

129,971

152,036

208,685
200,935

201,850

180,106

17,056

126,815

123,306 127,624 152,786 165,020

-26,874-3,028

36,579

2月

33,724

126,880

35,100 35,053

30,886

33,170

1,756,951

1,794,068
1,773,910126,028

125,285

-3,472

120,067
122,575 120,717

〇

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

・冷却装置等の室外機へのミスト噴霧・水まきの実施

124,382
124,828

8月 9月

・すだれ等の日よけ対策の実施

△

163,050

○

130,267

139,034

173,352

29,714

34,084 34,348 35,527

・GHP式エアコン空調温度の確認

6月 11月

・年間を通して、目標：933,903kg-CO2に対し、実績：921,720kg-CO2、▲12,183g-CO2
　となり目標達成できました。
  また、使用電力としては、基準年（2017年度）に対し、▲26,874kwhの削減ができました。
・契約電力について、386ｋｗｈが370ｋｗｈになり、▲16ｋｗｈとなりました。
　前年度と同様猛暑となりましたが、 使用電力の削減でき、二酸化炭素の削減目標が
　達成できました。
・蛍光灯について、順次ＬＥＤ式へ変更しました。
・経年劣化により、空調設備3台入替しました。

29,559

35,549

368,196
29,589

114,612

124,616

156,043
1,751,912

-3,114

170,919 148,427

122,511 1,762,370198,736 192,393 165,207

-3,566

183,403

140,790 121,838

△

32,791
31,852 34,392 35,330

1,789,244

〇

7月 合計

達成状況

〇

・エアコンフィルター点検・清掃 〇

取組結果とその評価

5月

118,413
158,477 143,337

200,741 167,848
210,938

165,784
10月

120,783128,684

4月
151,688

134,902
110,018130,352

168,096

数値目標

133,399 132,001 152,828 177,432

107,272
209,461 162,274

数値目標

-2,493

・ガス使用設備の定期的メンテナンス

33,698

30,702

-1,044

31,928

183,484

-4,957

125,134
164,977

〇

達成状況 取組結果とその評価

・年間を通して、目標：878,807kg-CO2に対し、実績：828,989kg-CO2、▲49,818ｋｇ-CO2となり
  目標達成できました。
　各設備ごとの基準年度との使用量対比は以下となり、
　①ＧＨＰ－-－▲943㎥
　②コージェネ－－－▲1,102㎥
　③現場１－－－＋1,793㎥
　④現場２－－－＋10,546㎥
　⑤ボイラー－－－▲35,523㎥
　現場１、２コンロの使用量が大幅に増えた。
　現場１、２コンロついては、製造商品でガス加熱調理品が多くなったことによる。
　ボイラー設備のガス使用量の低減が、目標達成に大きく寄与致しました。

381,446
411,348

-8,133 -2,317

118,426 119,681 106,262
123,973

・電力デマンド監視装置の有効活用

106,990

-50,000

50,000

150,000

250,000

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

12

月

1

月

2

月

3

月

電力（kWh） 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

0

20,000

40,000

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

12

月

1

月

2

月

3

月

都市ガス（㎥） 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
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自動車燃料による二酸化炭素削減

次年度の取組み

・効率的な速度での運転実施の継続

・アイドリングストップの実施の継続

2017年度

2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

17年度
との差異

可燃・不燃ゴミ廃棄物の削減

次年度の取組み

・コピー紙の裏紙使用の活用徹底

・分別の徹底の継続

・ミスプリントによるコピー紙の削減

・カミナシ導入検討

2017年度

2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

17年度
との差異

83 115

取組結果とその評価

・年間を通して、目標：344,730kgに対し、実績：416,589kg、+71,859kgとなり
  目標達成できませんでした。
　使用済手袋の廃棄において、清掃回収業者よりコロナ感染対策で焼却処理となる旨の
  連絡があり、廃プラ処理から、一般廃棄物処理へ変更したため、廃棄量が増えました。
　その為、計画達成ができませんでした。

合計
345,421

74 60

333,185

416,589

30,416 32,660

343,862

-191

366,349

-42-178

28,395

-138

133

24,380

○

8月

95 110

36,166 422,890

11月
305

26,697 23,533 28,049

71,168

186 102 130

133 108

5月 6月

0

133

30,771

38,004 35,891
34,107 34,947 36,243

25,281
29,353

28,064

37,468

29,750

103

12,142

29,645 29,803

30,982
28,457

8,126 6,222

84

28,535

9,369

110

175254

95
1500

3月1月
142

8月

23477
100

7月
349

271

達成状況

数値目標
・効率的な速度での運転実施の継続

333
55

347
158

154

○

9月 12月

142

2月

3,389
1,593144

-181

243 89 141

-2,094-265

10月
270

155

1,766

89

181
339 405224

4月

1,466

達成状況

112

128

181
184

-210

171

・アイドリングストップの実施の継続

4月

105

4,423

7月

36,883
26,664

-270

27,652

9月

28,189 28,007 30,94030,566

39,192

29,728

108

29,478 30,863

63

5月

7,058

・コピー紙の裏紙使用の活用徹底

113

248

125 120 84 115 67 24 69

-219

10月

95

・分別の徹底の継続 ○

・ミスプリントによるコピー紙の削減 △

数値目標 ×

○

32,398
29,169

27,079 29,107

139

-141

1月11月 12月
28,099 29,01227,050

1,318172

166176

6月

取組結果とその評価

181

26,990

3月

5,028

1,295

合計

36,808

○

198

28,992

190

・年間を通して、目標：7,853kg-CO2に対し、実積：3,007kg-CO2、▲4,846kg-CO2となり、
  目標達成できました。
　社用車をガソリン車から、ハイブリッド車へ入替えたことで、ガソリン使用量が低減でき、
　目標達成に大きく寄与致しました。

35,878 32,864 35,145 27,643
28,587

27,841

118

28,036 25,204 26,923
26,830

-223 -272

29,45827,202

26,701

26,485 36,075 35,22835,563

2月

33,530 33,415

25,528
43,814 36,733

-35

31,309 36,220
35,205

1,921

35,234 35,182

7,0224,4235,704
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廃プラ・動植物性残渣廃棄物の削減

次年度の取組み

・作業ミスによる廃棄量の削減の継続

・皮むき野菜の仕入への変更（発生抑制）
　による破棄量の削減の継続

2017年度

2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

17年度
との差異

食品廃棄物の再資源化率の向上

●取組結果とその評価

●次年度の取り組み

・動植物性残渣リサイクル率１００％の継続

・加工ロスの削減継続

「食品廃棄物の発生量及び食品循環資源の再生利用の実施率について」

」

171,298

11,506

26,421 25,140
31,822

12,064

・年間を通して、目標345,247kgに対し、実績：173,383kg、▲171,864kgとなり
  目標達成できました。

-19,072 -9,906

・動植物性残渣リサイクル率100％の継続

333,200

13,098

21,536

13,010

取組結果とその評価、次年度の取組内容

23,500

9月 3月2月

13,997 11,550 13,880 173,393

合計
345,939

26,371
20,288

12月 1月

23,716

・作業ミスによる廃棄量の削減

達成状況 取組結果とその評価

　による廃棄量の削減

26,703
30,001

数値目標

18,320

31,033

24,420

11,961 16,613 17,833 17,754 20,127

31,017

-14,357

23,004 22,853

4月

25,966
22,902

11,948 18,068 13,602 15,468
12,454

-9,730 -10,126

17,647 12,876

30,460

〇

-16,612

14,26224,672

実施率目標値

-14,925

数値目標 ○

〇

【対象期間】 2022年度

-11,396

18,031 18,490 14,089

33,22028,354 28,162

達成状況

・食用油の廃棄量の削減

・皮むき野菜の仕入への変更（発生抑制）

21,373 20,682
13,386 15,854 7,203 12,088

動植物性残さ

-19,340-19,758

100%

100%97%

100%

28,023

-17,450

〇・加工ロスの削減

165,235kg

〇 ・年間を通して、目標97％に対し、リサイクル率100％となり、目標達成できました。

・食用油については、ＡＶダウン（濾過機）の導入により2017年度14,470kg排油量
　（有価物）でしたが、2022年度3,820kgとなり、▲10,650kgの使用量削減ができました。

-172,546

「　　再生利用：

食品廃棄物名

食用油

合計 165,235kg

○

23,921

○

10月

161,415kg 97%

3,820kg 97%

発生量

-9,874

13,396 12,100 11,152 8,269 14,706 169,319
16,691 15,531

261,624
13,137

19,651

11月

16,111
24,962

5月 6月 7月 8月

31,544 29,899 33,061 29,862
26,519 27,563 27,880

0

10,000

20,000
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40,000
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廃プラ・動植物性残渣廃棄物（kg）
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水道水の削減

次年度の取組み

・作業者への節水意識の教育・周知
  （朝礼・終礼・掲示等でのＰＲ活動）
・野菜殺菌洗浄機（ラクーン）の適正使用
  の徹底（予備運転時間の管理）
・バット等の洗浄機の適正使用の徹底
  （予備運転時間の管理）
・各機器等につきまして、故障の早期発見をする為、
  毎日チェックをしていきます。

2017年度

2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

17年度との差異

化学物質の適正管理

●取組結果とその評価

環境に配慮した物品の購入

●取組結果とその評価

環境に配慮した生産活動

●取組結果とその評価

・廃棄ロス（野菜クズ）の削減の継続をしていきます。

・顧客クレームの削減の継続していきます。

・顧客返品商品の削減（トッピング工程の良品製造）の継続していきます。

6,108 6,357 6,357 5,841 75,8316,423 6,651

6,807 7,082 7,082 7,783

達成状況

228 228

・エコマーク適応商品、およびグリーン購入法適合商品の購入品を増やしていきます。

・第一種指定化学物質を含む製品の使用はありません。継続して達成して行きます。

-794-821

〇

7,157

・バット等の洗浄機の適正使用の徹底（予備運転時間の管理）

5月 7月

-794

取組結果とその評価、次年度の取組内容

6,740 6,740 6,108

78,176

○

6,600
7,464

5,434 6,423

7,464

5,885 5,780 5,780 6,807

・エコマーク適応事務用品の購入。 〇

6,043 6,043

12月 3月

△

2月

・野菜殺菌洗浄機（ラクーン）の適正使用の徹底

・年間を通して、目標：82,819㎥に対し、実績：78,176㎥▲4,643㎥となり目標達成できました。

・水道蛇口の水漏れの破損箇所を修繕しましたが、今後は早期発見をして修繕を行います。

数値目標 ○

6,904
7,1477,478

4月 1月 合計
7,250

-1,270

6,600

6,984 6,984 7,012

6,579

7,012

82,985
88,734

5,304

6,904

8,009

7,155 6,837
7,494

△

9月

△

10月 11月

取組結果とその評価

8月

7,608

取組結果とその評価、次年度の取組内容

86,633

6,817 5,984 5,984

7,808

 （予備運転時間の管理）

7,478

6,651
7,421 7,4217,135

6月

達成状況

6,579 7,4947,250

7,608

6,559 7,651 7,651
7,783

6,837

・作業者への節水意識の教育・周知（朝礼・終礼・掲示等でのＰＲ活動）

7,434 7,434 6,817

5,434

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・顧客クレームの削減の継続

〇

-4,809-2,190-169 880

達成状況

8,009

・廃棄ロス(野菜クズ）の削減の継続

5,841 6,559

7,1357,157 7,147

達成状況

-169

・顧客返品商品の削減（トッピング工程の良品製造）の継続 △

7,808

-821

・第一種指定化学物質を含まない製品の使用

880

5,885 80,614
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

  ①2022年11月の市の排水水質検査においては、排水基準を満たしていました。
　②対象期間内で、悪臭/騒音/振動についての苦情はありませんでした。

□外部からの環境上の苦情・要請等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生

■実施日：2022/6/29  14:00～14：50 ■実施場所：カト信　本社工場

■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

＜情報＞ ＜見直し・指示＞

◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境方針

・今までの、環境方針を継続していきます。

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画

　　・設備の非効率化とロス損失の増大が見込まれるため、     ・設備の故障を早期発見する為、毎月チェックし毎月の使用量の変化を確認。

      定期的なメンテナンス、および老朽化設備の入替が必要。 　   また、計画的に設備の入替を実施していきます。

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

    ・経年劣化による設備の老朽化が進むため、計画的な設備の入替が
     必要。

管理者員、事務棟スタッフ

・通報訓練、119番をする場合の通報例に沿って通報訓練を実施しました。
・消火訓練、水消火器を使用して、消火器の取り扱い訓練を実施しました。
・避難訓練、工場内の非常口、避難経路を確認しました。

・通報例に沿って通報訓練を行ったことで、具体的に何を伝えることが必要であるかを理解できた。
・水消火器を実際に使用して訓練を行ったことで、消火器の取り扱いが理解できました。
・工場の避難経路と非常口を確認したことで、緊急時の避難について理解できました。

・2022年度においては、ＥＡ２１の活動も5年目となり環境マネジメントシステム・　ＥＡ２１の手法を活用し、環境改善活動を進めてきました。

・電力によるＣＯ２の削減を目的に、空調機の室外機にミスト発生装置のノズルを2倍にして取り付け、夏場のピーク電力の削減を取り組んできました。
  計画的に空調エアコンの入替を実施し、省電力化に取組ました。
  それにより、契約容量：386kwhに対し、370kwhとなり▲16kwhとなりました。
　
　また、空調機の入替により、代替フロンへの切替にも取り組みました。

・ガスの使用量は、前年比で97％となり二酸化炭素排出量の削減できました。

2023年5月31日

新潟市環境保全条例(振動)の遵守
新潟市環境保全条例(騒音)の遵守
食品廃棄物等の発生抑制､食品循環資源の再生利用の促進

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

廃棄物の適正処理・処理基準の遵守

　④訴訟等は過去３年間ありませんでした。

指定地域内における規制基準の遵守

消防用設備等の点検
物品の購入・借受・役務提供における環境物品等の選択

品質管理　

排水基準(PH,BOD,浮遊物質量,動植物油脂類)の遵守

第1種特定製品の点検・整備・破棄における管理

廃棄物の発生の抑制

悪臭、騒音、振動についての苦情はありませんでした。

悪臭防止法

廃棄物処理法

フロン排出抑制法

　③食品リサイクル法の事業者ごとの基準実施率(80％以上)は達成しました。

グリーン購入法

食品リサイクル法
騒音規制法
振動規制法

適用される法規制

家電リサイクル法
下水道法

・環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等については、
顧客要求事項

消防法（危険物）

11 ページ


